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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 9月 13日 (2007.9.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 の Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 は 、 そ の 表 面 の 大 部 分 が 、 結 晶 構 造 の 面 を 特 定 す る た め に
用 い ら れ る ミ ラ ー 指 数 で 示 す （ １ ０ ０ ） 面 か ら 構 成 さ れ て い る 。

Ｃ Ｂ Ｎ 結 晶 の 劈 開 面 で 壊 が 生 じ る 際 に は 、 劈 開 面 新 た な
面 が 露 呈 さ れ る よ う に 大 き く 割 れ る た め 、 ツ ル ー イ ン グ に よ っ て 、 良 好 な 切 れ 味 の 刃

先 を 再 生 す る こ と が で き る も の で あ る 。 な お 、 破 壊 が 生 じ る 際 に 大 き く 割 れ る 特 性 を 、 「
劈 開 性 が 高 い 」 と 称 さ れ 、 の Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 は 、 劈 開 性 に 優 れ る 砥 粒 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 表 面 粗 さ が Ｒ ａ ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ５ μ ｍ の 平 滑 面 は 、 砥 粒 と し て 磨 耗 性 及 び 劈 開 性
を 確 保 す る た め に 必 要 な 面 で あ る 。 そ こ で 、 平 滑 面 の 占 有 面 積 を 、 表 面 積 全 体 の 少 な く と
も ３ ０ ％ と す る 。 こ れ に よ り 、 砥 粒 と し て の 良 好 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 を 得 る こ と が で き
る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 砥 粒 と し て 、 上 記 の 通 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 に 優 れ る ば か り で な く 、 結 合 剤 に 堅 固 に
固 定 す る こ と が で き る 砥 粒 を 用 い て お り 、 し か も 、 砥 粒 と し て 、 Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 を 用 い 、 結 合

通 常
及 び （ １ １ １ ） 面 ま た 、

（ １ １ ０ ） 面 が あ り 、 破 に 沿 っ て
結 晶

通 常

の 耐

な 耐

り 、 耐



剤 と し て ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド を 用 い る こ と で 、 高 能 率 研 削 に 適 し た 砥 石 と す る こ と が で
き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 に お け る （ １ ０ ０ ） 面 は 、 砥 粒 と し て 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 を 確 保 す る た め
に 必 要 な 面 で あ る 。 そ こ で 、 （ １ ０ ０ ） 面 の 占 有 面 積 を 、 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％
と す る 。 こ れ に よ り 、 砥 粒 と し て の 良 好 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 に お け る （ １ １ １ ） 面 は 、 上 述 の （ １ ０ ０ ） 面 に 比 し 磨 耗 性 及 び
劈 開 性 に 劣 る も の の 結 合 剤 の 濡 れ 性 が 高 い 面 で あ る 。 そ こ で 、 （ １ １ １ ） 面 の 占 有 面 積 を
、 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ と す る 。 こ れ に よ り 、 結 合 剤 に 堅 固 に 固 定 す る こ と の で
き る 砥 粒 と す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 平 滑 面 で あ る Ｃ Ｂ Ｎ 結 晶 の （ １ ０ ０ ） 面 １ １ は 、 優 れ 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 を 得 る こ と
が で き る 面 で あ る 。 そ し て 、 こ の 砥 粒 １ ０ で は 、 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ が 平 滑 面
で あ る （ １ ０ ０ ） 面 １ １ に よ り 構 成 さ れ て い る こ と か ら 、 砥 粒 １ ０ と し て の 良 好 磨 耗
性 及 び 劈 開 性 が 確 保 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 Ｃ Ｂ Ｎ 結 晶 に お い て 、 平 滑 面 で あ る （ １ ０ ０ ） 面 １ １ は 、 結 合 剤 に 対 し て 濡 れ 性
が 悪 い 面 で あ る が 、 粗 面 で あ る （ １ １ １ ） 面 １ ２ は 、 結 合 剤 に 対 し て 濡 れ 性 の よ い 面 で あ
る 。 例 え ば 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 平 滑 面 で あ る （ １ ０ ０ ） 面 １ ０ は 、 結 合 剤 ２ １ で
あ る ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド と の 接 触 角 度 が １ １ ５ ° 程 度 （ 角 度 Ｂ 参 照 ） で 、 濡 れ 性 に 劣 る
の に 対 し て 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 粗 面 で あ る （ １ １ １ ） 面 １ ２ は 、 結 合 剤 ２ １ で あ
る ビ ト リ フ ァ イ ド ボ ン ド と の 接 触 角 度 が ２ ５ ° 程 度 （ 角 度 Ａ 参 照 ） で 、 濡 れ 性 に 優 れ る 。
そ し て 、 こ の 砥 粒 １ ０ で は 、 表 面 積 全 体 の 少 な く と も ３ ０ ％ が 粗 面 で あ る （ １ １ １ ） 面 １
２ に よ り 構 成 さ れ て い る こ と か ら 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 多 数 の 砥 粒 １ ０ を 結 合 剤 ２ １ に よ
り 結 合 さ せ て 砥 石 ２ ０ を 形 成 し た 場 合 に 、 砥 粒 １ ０ の 粗 面 で あ る （ １ １ １ ） 面 １ ２ が 結 合
剤 ２ １ に 堅 固 に 固 定 さ れ て 、 結 合 剤 ２ １ か ら 脱 落 し 難 い 砥 石 ２ ０ と す る こ と が で き る 。 そ
し て 、 こ の よ う な 砥 石 ２ ０ は 、 そ の 砥 粒 １ ０ 磨 耗 性 及 び 劈 開 性 に 優 れ 、 し か も 、 脱
落 し 難 い こ と か ら 、 高 能 率 研 削 に 適 し た 砥 石 ２ ０ と な る 。
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